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1.1. まとめ「路上横臥事故」

背景

路上横臥事故は、

 事故類型別死亡事故件数では、第二位で横断の次。 人対車両(４輪車)

の死亡事故の約12%を占め、夜間事故が多い。

 路上横臥死亡事故は経年でほぼ変化していない。

 海外と比べて割合が高い。（現時点では、米国としか比較ができていない。）

Key Points

 AEB等における技術的な対応は困難。横臥中の姿勢が様々であり、

正常な歩行者のような、形状に関する一定の特徴を有さないため、路上の

落下物（布など）や路面の模様なのか、人間なのかをシステムが判別する

ことが極めて困難。また路面からの立ち上がり高さが極めて低いため、そもそも

車載のカメラやミリ波レーダーでのセンシングが難しい。

 対応技術の状況を踏まえると、先ず先進ライトで運転手から発見しやすくする

ことで現実的に効果が挙げられそう。

横臥に至る状況・原因から見て、人からのアプローチ(教育等啓発)を考える

べきではないか。
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1.2. 路上横臥事故対策 (1/2)

 路上横臥死亡事故は経年でほぼ変化していない。
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令和1年 事故類型別（人対車両）・昼夜別 死亡事故件数 （1当：4輪車）

昼：305件 夜：679件
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合計：984件

Source: ITARDA 交通事故統計表データ 令和1年
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事故類型（人対車両、路上横臥）・昼夜別 死亡事故件数 （1当：4輪車）の推移

117件
108人

 人対車両(４輪車)の死亡事故の約12%を占め、夜間事故が多い。
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事故類型別（人対車両）・昼夜別 当事者別 死亡事故件数（１当：4輪車）

昼 乗用車 貨物車
ミニカー 特殊車

大型車 中型車 準中型車 普通車 軽自動車 大型車 中型車 準中型車 普通車 軽自動車

対面通行中 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0

背面通行中 0 0 0 2 4 1 0 0 2 1 0 0

横断中 5 2 0 57 49 18 8 16 17 34 0 0

路上遊戯中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

路上作業中 0 0 0 4 3 3 3 4 1 0 0 1

路上停止中 1 0 0 5 2 1 0 0 1 2 0 0

路上横臥中 0 0 0 7 2 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 20 2 6 2 2 1 8 0 0

夜 乗用車 貨物車
ミニカー 特殊車

大型車 中型車 準中型車 普通車 軽自動車 大型車 中型車 準中型車 普通車 軽自動車

対面通行中 0 0 0 11 8 3 3 3 1 1 0 0

背面通行中 0 1 0 20 22 5 2 1 1 7 0 0

横断中 1 1 0 200 135 15 17 7 26 36 0 0

路上遊戯中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

路上作業中 1 0 0 3 2 3 0 3 0 2 0 0

路上停止中 0 0 0 7 2 3 0 1 2 0 0 0

路上横臥中 0 0 0 61 27 6 2 5 2 5 0 0

その他 0 0 0 11 4 0 0 0 0 0 0 0

Source: ITARDA 交通事故統計表データ 令和1年

1.2. 路上横臥事故対策 (2/2)

 路上横臥者の死亡事故相手は、乗用 普通・軽自動車が多い。
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1.3. 路上横臥者への対応について (1/2)

反射(検知)面積が狭く、レーダーの反射が弱い

▶ 日本人成人男性※のサイズは身幅約46cm、腹部厚約20cm、身長約170cm

▶ 縦方向（車両進行方向と平行）に横臥している場合には更に検知面積が狭まる

※出典：日本人成人男女の平均体型を有する全身数値モデルの開発、長岡ら、2002

約46cm

約20cm

約170cm

日本人成人男性の模式図

→①本条件を検出可能なセンシング技術が必要

 現在の衝突被害軽減ブレーキ (AEBS) 技術での検出性能

写真説明コメント追記予定
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車内からの前方視界に横臥者（明色系）、
横臥者（暗色系）、マンホールのイメージを配置

検知だけではなく、作動するべき対象と判別する必要がある
▶ 一般的に鉛直方向に長い物体の方が人と判別しやすく、横断や静止している歩行者の判別はそれを利用

▶ 横臥者の場合は鉛直方向の高さが低いため、作動するべき対象と判断することが非常に難しい

∇幾何学的にも道路の勾配変化やコントラストの大きなものとの区別が非常に困難

∇カメラでは道路のシミ等と区別がつきにくく、同様にパターン・マッチングが困難

・カメラ方式では、コントラストが高い所（画素の非連続的な変化）を物体の輪郭線と捉えて対象物の有無を
確認します。

コントラストが高ければ照明の反射を受けた水溜まり、マンホール、電信柱の影等も、横臥者と同等の対象とし
て認知されることが多く、路上に横たわる物体を人と明確に判断・区別する事が出来ません。

・レーダー方式では、車両からの距離差、レーダ反射強度（強弱）から物体の形状を推定します。

鉛直方向の高さが十分でないと、路上の凹凸や勾配と明確に判断・区別する事が出来ません。

▶ 更に縦方向（車両進行方向と平行）に横臥している場合は、現状の技術では判別不可能

勾配変化と路上横臥者のイメージ

現在普及しているAEBS認識技術では、路上横臥者を的確に判断することは出来ない

→②ハード・ソフト両面での判別性能の革新が必要

 現在の衝突被害軽減ブレーキ (AEBS) 技術での認知性能

1.3. 路上横臥者への対応について (2/2)
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現状の技術 新技術

ESC AEBS
(対車両)

AEBS
(対歩行者)

LDWS LKAS

周辺監視

踏み間違え時
加速抑制装置

Night vision

ADB

ACN

技術進化

赤外線カメラ

レーザー
ミリ波レーダー カメラ

GPS

AACN

Auto Hi/Lo

カメラ

全方位カメラ

EPS

カメラ

画像認識技術

LDWS
+ステアリング制御

制御

情報

A：AEBS 衝突時被害軽減ブレーキ

C：レーンキープ 車線維持支援装置

D：乗員監視

E：周辺監視

F：緊急事故通報

B：暗視装置

後方監視

後方カメラ

警報

情報

制御

レーザー
音波センサー カメラ

制御

制御

警報

制御 制御警報

ふらつき警報

運転者モニタリング
カメラ

警報
制御

情報
情報

V2I コミュニケーション

情報 情報

2014

2014

2015

2016

2017

20182018

2018

2017

画像認識技術

車輪ロック
防止装置

電動パワステ
車線逸脱警報 車線維持支援装置

衝突被害軽減ブレーキ

自動ハイビーム/ロービーム 配光可変ヘッドライト

暗視装置

交通事故自動通報

先進
交通事故自動通報

AEBS
(交差点)

AEBS
(自転車)

AEBS
(対歩行者、夜間)

V2V, V2I コミュニケーション

制御

制御

制御

2018

技術進化

2022

1.4. 予防安全技術の進化と普及

AEBS
（路上横臥？)

① ②

：要素技術の進化
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 前方視界の確保として、走行ビームの活用が重要

出典：JAF Mate 2013年11月号 “夜間走行時はハイビームが基本”～「ロービームの限界を知る」テスト結果をホームページで公開～

すれ違いビーム(ロービーム) 走行ビーム(ハイビーム)

https://www.koito.co.jp/technology/koito/system.html

1.5. 先進ライトの効果

 2019年の新車装着率： 自動防眩型前照灯(ADB) 12.1%、自動切替型
前照灯(HBA)70.0%

例；走行ビームによる視認性向上

ADB非搭載 ADB搭載

国交省主催 安全シンポジウムにて度々使用
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NHTSA FARS database
PBType.csv SAS, Name: PEDCTYPE
Definition: This data element summarizes the circumstances of the crash for this pedestrian.
Additional Information: This data element is applicable to pedestrians only.

2017- Later 313 Lying in Roadway 

Filtered
INJ_SEV : AIS 4 (Fatal), PER_TYP : 5 (Pedestrian) 

Source : FARS 2019

Total : 6,205

Lying in Roadway, 202, 3%

Others, 
6003, 97%

1.6. 北米における路上横臥死者数

日本の12%より少ない

fatalities

fatalities
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2.1. まとめ「チャイルドシート・ミスユース」

背景

 第2回 技術安全WGにて、総じて「CRSの正しい使い方をいかにユーザーに啓発して
いくのか」という視点でコメントをいただいている。

Key Points

 ミスユース(誤装着等)をなくす観点で、ISO-FIX、i-SIZEを使っていただきたい。

2012年以降、ISO-FIXアンカレッジを新型・乗用車に採用済(既に約10年が経過)。

 「適切なCRSを選び使っていただく」、お客様のCRS選定～取り付けまでのプロセスに

応じ、該当するタッチポイントで適切なコミュニケーションを考えていく必要がある。

 ジュニアシートの「ベルトの使い方」は実態調査が必要。

 実行には、業界間連携が必要。
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2.2. CRS保有状況

出典：効果の高いチャイルドシート着用促進コンテンツ「本当に子どもを愛するなら」の作成・効果評価・社会周知
平成25 年度（中間報告） タカタ財団助成研究論文

調査対象：6 歳未満の子どもを持つ20－49 歳の保護者（男女不問）で，車に子ども乗せて運転する頻度が週に1 回以上の人
男性502 名，女性506 名、合計1008 名

チャイルドシート
の着用状況

使用している
チャイルドシートのタイプ

チャイルドシート
の入手方法

ほぼ着用：85% 新規購入：72% ISO-FIX：10%

 大多数(85%)の方がチャイルドシートを使用している。

 新規購入の方が多い(72%)。

 「ISO-FIX」を選んでいる(10%)が少ない ⇒ ISO-FIXをより使っていただく施策はないのか。
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2.4. チャイルドシート情報の事例 -OEM-

https://toyota.jp/dop/safety/childseat/?_ga=2.130692
043.599383311.1612148279-1729052795.1513062918
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チャイルドシート
メーカーにリンク

2.5. チャイルドシート情報の事例 –情報サイト-

https://kakaku.com/baby/child-safety-seat/
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取り付け方法/乗せ方動画による説明

2.6. チャイルドシート情報の事例 –チャイルドシートメーカー-

チャイルドシート適合車種情報

https://www.combi.co.jp/
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2.7. ブースター着座時の設計確認

ダミー Q10(10歳児)

身長：144cm
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END


